
需要量の見込みについて

　１．特定教育・保育施設に係る需要量の見込み
＜3号認定＞ 単位：人 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

０歳 115 547 544 526 513 200

１・２歳 550 1,090 1,042 1,030 999 570

＜１号認定＞ 単位：人 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

認定こども園及び幼稚
園

1,178 563 550 530 519 1,200

＜２号認定＞ 単位：人 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

幼稚園 256 662 647 623 610 300

認定こども園及び保育
所

997 1,338 1,307 1,260 1,234 1,000

単位：人 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

時間外保育事業 631 1,292 1,256 1,222 1,192 640

認定こども園及び保育
所＋地域型保育

【量の見込みの考え方】 

25年度実績115人及びH26.3.1

時点の0歳待機数82人 

【確保策（想定）】 

・現状における受入可能数115人 

・小規模保育（家庭的保育、事業所内保

育含む） 

・認可保育所の受入枠拡大 

【量の見込みの考え方】 

25年度実績550人及びH26.3.1

時点の1.2歳待機数18人 

【確保策（想定）】 

・現状における受入可能数550人 

・双葉認定子ども園 

【量の見込みの考え方】 

25年度実績をもとに見込量を

算出 

【確保策（想定）】 

・現状における受入可能数（幼稚園等） 

公立400人 私立1,300人 計1,700人 

【量の見込みの考え方】 

25年度実績をもとに見込量を

算出（幼稚園の2号認定は長

期預かり保育利用者をもとに

算出） 

【確保策（想定）】 

・現状における受入可能数（保育園等） 

認可保育所等 1,000人 

長期預かり実施幼稚園数 8園 

※2号認定については現時点でも受入可

能と考えられる 

【量の見込みの考え方】 

25年度実績をもとに見込量を

算出 

【確保策（想定）】 

・現状で対応可能か 

・公立保育園における開所時間延長の検

討 
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単位：人 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

低学年 791 1,370 1,391 1,385 1,342 790

高学年 293 757 723 700 709 290

単位：人日 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

子育て短期支援事業
（ショートステイ）

0 0 0 0 0 0

単位：人回 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

地域子育て支援拠点事
業

14,118 5,026 4,864 4,776 4,639 14,000

単位：人日 52週25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

幼稚園における在
園児を対象とした
一時預かり
（預かり保育）

62
（H25.11.1の短期
利用者数）

3,807 3,721 3,586 3,511 要検討

２号認定によ
る定期的な利
用

172,014 168,124 161,993 158,630 要検討

上記以外

576
（ときわだい保育
園におけるH25の
利用者数）

37,066 36,034 35,067 34,187 要検討

単位：人日 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）
病児病後児保育、
ファミリ・サポート・セン
ター
（病児・病後児）

0～5歳以下
家庭のみ

170 4,649 4,522 4,398 4,289 170

単位：人日 25年度実績値 25年度推計値 27年度推計値 29年度推計値 31年度推計値 量の見込み案（29年度）

低学年 0 0 0 0 0

高学年 0 0 0 0 0

子育て援助活動支援事
業
（ファミリー・サポート・セ
ンター）
（就学児）

　２．地域子ども子育て支援事業に係る需要量の見込み

放課後児童健全育成
事業

一時預かり他

【量の見込みの考え

方】 

25年度実績をもとに

見込量を算出する 

【確保策（想定）】 

・現状で対応可能か（現状、待機は

ほぼなし） 

・今後利用状況の推移を見極め、不

足が予想される事業については供

給量を増やすなどの施策を展開す

る。 
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